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　先 日,友 人 か らある話 を聞いた。他 院にて レジン充填 した後 に当歯 の疼痛 があるため
来 院 した患者 がお り,様 々 な方法にて診察 して も疼痛 の原 因がわか らない症例が あった
とい う。 とりあえず レジンを除去 してみ ると疼痛 がお さまった との こと。彼 が患者か ら
聞いた話 による とその患者 はレジンへの不信感 があった との こと。 それ が少 なか らず影
響 を及 ば して いた可能性 もあった ようであ る。同様 な事例 を筆者 は違 う友人 か らも聞い
た ことがあった。先 日の奥羽大学歯学会 にて,本 学 の同窓生 で現在,北 海道医療大学 に
在籍 されてい る安彦善裕先生 か ら 「歯科心身症」 に関す るご講演 を聞いた時,「ん,こ
れ は ・・」文頭の事例 を思い出 した。実 際にその患者 が 「歯科心身症」 に該 当す るか は
専 門ではないのでわ か らないが,そ の可能性 は大 いにあ るので はないだ ろうか。ただ,
レジ ンが無 くなった ら疼痛が無 くなった訳 であ る。材料側 か らも考 えてみ る必要が ある
だろ う。
　 コ ンポ ジッ トレジ ンに限 らず,レ ジンは完全 な重合体 で あれば生体為害性 は小 さい。
工 業製 品 と異 な り,口 腔 内で レジ ンを重合 す るこ とを考 える と,硬 化 体 がす ぐ さま
100%の重合 体 にな るとはい かない。 コンポジ ッ トレジ ンの場合,重 合 して か ら1週間
程度 でほぼ100%になるとす る報告 もある。 この点か らす ると,100%となるまでの間,
わず かなが らで も未反応 のモ ノマーが溶 出 した可能性 があるわけである。 ほとん どの人
は問題 にな らない レベルだ として も,中 には レジ ンモ ノマーに対 して感受性 が高 く,そ
れ が痛み となって発現す る人がい るか もしれないのである。 いずれ にせ よ歯科医師 と し
ては この後の処置 が問題だ ろう。
　何 によって修復す るかを考 えてみ る。実際,友 人 もその後 の処置 につ いて色 々と考 え
を巡 らせ ていたよ うで ある。 この患者のバ ックボー ンか ら,そ の後 の治療 に レジ ン系の
材料 は使用 できない。生体親和性の高いポーセ レンイ ンレーで修復す る選択肢 もあるが,
レジンセメ ン トで合着す ることに なる。そ もそ も現在,セ ラ ミックス系材料の修復で は,
セ ラ ミックプライマー等の使用 を含め レジンセ メン トを用い ることしか設定 にない。脱
落 のク レームを承知で非 レジン系の合着 材 を用い ることが出来 るだろ うか。 そこは色 々
な面 か ら患者 によ く説明 を して,納 得 させ られればその方法 もあるだろ う。 また,メ タ
ル イ ンレーで非 レジ ン系の合 着材 を用いての修復 とい う選択肢 もある。 しか し,審 美性
の問題 もあるが,レ ジンを気 にす る患者 は後 々に金属 ア レル ギーを気 にす る可能性が あ
るのでは ・・と邪推 もした くなる。アマルガム修復 な どは言 うに及 ばず である。 そ して
なによ り,こ の友人が メタル フ リー論者 で ある。 メ タル での修復 は基本,彼 のオ プシ ョ
ンの中で順位 が低 い。 そもそも,コ ンポ ジッ トレジン修復 をしていた とい うことは,本
来 であれば違 う素材の成 形修 復材 を選択 す るのが筋であろ う。 それで行 くと現時点で は
グ ラスアイオ ノマ ーセメン ト修 復にな る。光硬化型 あるいは レジ ン添加型で あれば,材
質 的にかな り強化 されてい るので,あ る程度 の症例 に適応 できる。 しか し,文 頭 に挙 げ
た症例 だと レジ ンが入 ってい る時点で不 可 とな る。次 に従来型 を考 えると,フ ッ素の徐
放量 が多い,熱 膨張率 が歯質 に近似 してい るな どの特性 もあるが,他 の成形修復材 に比
較 して,強 度 は小 さいため適応 に制限 があ り,色 調選択 の余地 がな く,操 作性 に劣 る。
結局 の ところこ ういった欠点が あるために,臨 床 的にはあま り使 われ な くなって きた材
料 の一つ になってい ることが否めない。 これ らの ことか ら考 える と,臨 床で扱われてい
る使 用頻度の高 い材料 で,い かに レジンが幅 を利 かせ てい るかが明 らか とな り,ま た,
一つ の症例 に対 して適応 が可能な,基 材 の異 な る材料 も数種類 はないと施術の幅 を狭め
て しまうこ ともあることに改めて気が付 か された事例で あった。
　 なぜ,今 回の様 なケースで適応 す る材 料が このよ うに少 ないのか?現 在,成 形修復材
の中でコ ンポジ ッ トレジンが一人勝 ちの様相 を呈 しているか らである。 コンポジ ッ トレ
ジンは,ケ ースに応 じて流動性 を選択で き,フ ッ素徐放性 も備 えている。 さらにナ ノテ
クノロジーを駆使 して,操 作性 を犠牲 にす ることな くフィラー充填率 を上 げて物性 を向
上 させ た。 さらに歯面処 理剤 に用い る接 着性 モ ノマーの進化 によ り歯質接着性 も一昔前
よ りも格段 に向上 した。や はり利潤 を追 及で きそ うな材料 では,メ ーカー側 も製品開発
に力を入れてい るよ うで ある。 また,歯質接着性 に関 しては,筆者 もこれ まで研究 を行 っ
て きたが,こ れ以上の接着強 さの向上 を行 う必要 はない ところまで来てい ると考 えてい
る。 コ ンポジ ッ トレジンは即 日充填 で きる歯 の代替材料 としての強度,機 能 と して ある
程度 の レベル に達 して きてい るのではなか ろうか。
　今 回取 り上 げた事例 の ことで もないが,昨 今 は患者 も健康 に対す る意識が上 って きて
い るのは明 らかで ある。 さらに,今 後,材 質 に注文 がつ いて くる患者 が増加 してい くこ
とは想像 に難 しくない。筆者 と しては,非 レジン系 で生体親和性 の優れ る成形修復材 を
開発す るこ とが今後必要で はないか と考 えてい る。歯科 医師 として持 てるカー ドは多い
ほ ど良いはずで ある。
　 さて,こ の友人 がどの よ うな処置 を し,そ の後 の経過 は どうなったかの話 を詳 しく聞
くのが楽 しみ ・・で はな く,研 究者 としての義務 だ と,今,強 く思 っているところで あ
る。
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